
荒
川
議
員

議
案
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
事
業
用
地

と
し
て
４
億
５
千
万
余
で
の
取
得

の
承
認
が
あ
る
（
図
１
参
照
）
。
し

か
し
、
異
な
る
２
つ
の
事
業
用
地

で
あ
り
な
が
ら
、個
別
の
取
得
金

額
は
議
案
に
示
さ
ず
、
議
案
関
係

資
料
も
な
い
。
市
民
の
血
税
の
行

方
に
も
か
か
わ
る
議
案
。
市
長
、

こ
の
議
員
や
市
民
へ
の
不
親
切
・

不
透
明
さ
は
一
体
何
か
。
不
都
合

な
真
実
で
も
あ
る
の
か
？

飯
塚
建
設
部
長

議
案
に
は
、
議
決
に
必
要
な
事

項
と
し
て
、取
得
の
目
的
や
価
格
、

土
地
の
所
在
地
面
積
・相
手
方
を

記
載
、土
地
価
格
な
ど
の
詳
細
は

常
任
委
員
会
で
説
明
す
る
こ
と

に
な
る
。

荒
川
議
員

Ｍ
＆
Ａ
（コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
よ

り
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
基
地
用
地
取
得

金
額
は
、坪
当
り
13
万
２
千
円
余

と
な
る
が
、こ
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
根
拠
に
つ
い
て
、近
傍
の
地

価
公
示
価
格
や
土
地
取
引
価
格
、

土
地
代
以
外
の
金
額
の
有
無
な

ど
も
示
し
な
が
ら
の
答
弁
を
求

め
る
。

飯
塚
建
設
部
長

価
格
の
算
定
は
、
近
接
の
類
似

地
域
で
の
複
数
の
土
地
取
引
価

格
、
公
示
価
格
を
も
と
に
不
動
産

鑑
定
士
２
者
に
よ
り
算
定
し
た

鑑
定
評
価
額
を
参
考
に
算
出
し

た
適
正
な
価
格
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
等
の

工
作
物
の
物
件
移
転
等
損
失
の

補
償
も
行
っ
て
い
る
。

荒
川
議
員

こ
の
取
得
用
地
は
、
車
両
基
地

予
定
地
の
中
で
、第
一
級
の
農
用

地
か
ら
唯
一
農
地
転
用
さ
れ
た

土
地
で
あ
り
、
（そ
の
経
緯
を
）調

べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
い
わ
く
つ

き
の
土
地
と
実
感
し
て
い
る
。

例
え
ば
、こ
の
土
地
の
一
部
は
、

平
成
７
年
、農
振
農
用
地
に
も
か

か
わ
ら
ず
、転
用
許
可
を
得
ず
に

居
宅
や
駐
車
場
な
ど
を
建
設
し
、

県
知
事
等
の
是
正
勧
告
を
無
視
、

20
年
間
に
わ
た
っ
て
放
置
し
て
き

た
。そ

れ
が
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
に
歩
調
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
、
平
成
27

年
、

突
然
是
正
さ
れ
、28
年
に
か
け
て

農
振
農
用
地
の
除
外
・転
用
が
駆

け
足
で
進
ん
だ
土
地
だ
。
平
成
28

年
6
月
の
議
会
質
問
で
農
業
委

員
会
委
員
長
は
、農
用
転
用
の
手

続
き
は
合
法
と
し
て
い
る
が
、時

系
列
的
に
み
る
と
疑
問
満
載
の

答
弁
だ
。

宇
都
宮
の
第
一
級
の
農
用
地
が
、

転
用
目
的
と
し
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
施
設
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
影
も

形
も
現
れ
な
い
ま
ま
、20
年
間
の

不
法
状
態
を
免
罪
し
て
、農
振
農

用
地
の
除
外
が
い
と
も
簡
単
に

行
え
て
し
ま
う
の
は
ど
う
考
え
て

も
お
か
し
い
の
で
は
な
い
の
か
。

市
長
は
車
両
基
地
分
に
つ
い
て

は
、
公
正
で
適
正
な
取
得
と
す
る

た
め
議
会
と
し
て
の
徹
底
調
査

と
審
議
を
保
障
す
る
た
め
議
案

を
一
時
取
り
下
げ
よ
。

飯
塚
建
設
部
長

当
該
用
地
の
整
備
計
画
に
基
づ

き
平
成
27
年
12
月
に
、非
農
用
地

を
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
、

残
り
の
用
地
を
法
に
基
づ
き
平

成
28
年
3
月
、農
振
農
用
地
区
域

か
ら
除
外
、農
地
転
用
を
許
可
し

た
。
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市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索

適
正
価
格
と
の
根
拠
数
字

何
も
示
さ
ず

ＬＲＴ整備事業 取得用地概要
（１）宇都宮市清原工業団地19番２ほか１筆

・用 途 清原トランジットセンター及び変電所

・取得面積 ６，５０２．０２平方メートル

・取得価格 １２６，７８９，３９０円

・相 手 方 デュポン株式会社

（２）宇都宮市下平出町376番１ほか23筆
・用 途 車両基地の一部
・取得面積 ８，１７１．０４平方メートル

・取得価格 ３２６，０２４，４９６円

・相 手 方 株式会社Ｍ＆Ａコーポレーション

農
振
農
用
地
の
転
用

も
っ
と
厳
し
い
は
ず
だ

荒
川
つ
ね
お
議
員
は
、
9
月

定
例
議
会
一
般
質
問
に
11
日
に

登
壇
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど

６
項
目
に
わ
た
っ
て
質
し
ま
し

た
。本

号
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。
（
要
旨
）

徹
底
調
査
が
必
要

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど

い
わ
く
つ
き
土
地
!!

荒
川
議
員
は
、
熱
中
症
対
策

な
ど
く
ら
し
・
福
祉
や
市
民
の

安
全
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
質

問
。
市
民
の
切
実
な
声
を
届
け
、

し
っ
か
り
と
し
た
調
査
を
も
と

に
施
策
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

市
児
童
相
談
所
設
置
を
要
求

す
る
質
問
や
、
市
民
の
安
全
に

か
か
わ
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来

な
ど
に
つ
い
て
の
市
側
の
回
答

は
、
本
当
に
そ
れ
で
市
民
の
命

や
権
利
を
守
れ
る
の
？
と
思
う
、

書
面
通
り
の
も
の
だ
け
で
し
た
。

荒
川
議
員
は
再
質
問
で
食
い
下

が
り
ま
し
た
。
議
会
で
一
番
盛

り
上
が
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

共
産
党
議
員
の
存
在
感
を
感

じ
た
傍
聴
で
し
た
。

原
ち
づ
る
の

議
会
傍
聴
記

公
正
で
適
正
な
取
得
へ

議
会
の
徹
底
審
査

保
障
せ
よ

図１

市が取得する予定のＭ＆Ａの車両基地用地

質問をする荒川議員



９
月
議
会
に
お
い
て
任
期
満
了

で
退
任
の
山
田
葉
子
氏
の
後
任

と
し
て
伊
藤
三
千
代
氏
の
選
任

の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
、
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議

員
団
は
、
公
開
質
問
状
で
、
伊
藤

氏
の
考
え
方
な
ど
を
お
聞
き
し

た
う
え
で
総
合
的
に
判
断
、
「
同

意
で
き
な
い
」
と
の
態
度
を
取
り

ま
し
た
。

「
教
育
委
員
の
選
任
」
に
つ
い
て

は
、毎
回
、
提
案
の
あ
っ
た
ご
本
人

に
対
し
教
育
行
政
に
関
す
る
内

容
の
「
公
開
質
問
状
」
に
応
え
て

い
た
だ
き
、
そ
の
判
断
材
料
と
し

て
い
ま
す
。

公
開
質
問
状
に
対
す
る
回
答
に

つ
い
て
は
、
全
文
を
日
本
共
産
党

宇
都
宮
市
議
員
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

誠
実
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

日本共産党宇都宮市議員団

定例無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 10月13日（土）

11月10日（土）

12月８日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。
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午後２～４時

建
設
常
任
委
員
会
を

傍
聴
し
て

住
民
か
ら
の
陳
情
や
大
谷
の
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
の
陳
情
な

ど
私
た
ち
市
民
に
身
近
な
問
題

が
議
論
さ
れ
た
が
陳
情
は
す
べ
て

不
採
択
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
常

任
委
員
会
に
市
民
の
立
ち
場
に

立
っ
て
話
を
す
る
議
員
を
増
や
さ

な
い
限
り
数
の
力
で
何
で
も
通
さ

れ
て
し
ま
う
矛
盾
を
感
じ
た
。
ち

な
み
に
建
設
常
任
委
員
会
に
は

共
産
党
の
議
員
は
入
っ
て
お
ら
ず

歯
が
ゆ
い
思
い
で
会
場
を
後
に

し
た
。
一
日
も
早
く
５
つ
あ
る
常

任
委
員
会
に
共
産
党
議
員
が
入

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

天
谷
み
え
子
の

議
会
傍
聴
記

【公
開
質
問
状
の
質
問
事
項
】

（要
旨
）

１
．教
育
委
員
と
し
て
の
抱
負
に

つ
い
て

２
．本
市
の
学
校
教
育
で
①
評

価
す
べ
き
点
②
課
題
と
な

る
点
に
つ
い
て

３
．道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て

４
．地
域
の
役
職
を
複
数
引
き

受
け
て
い
ま
す
が
、
地
域
に

お
け
る
人
材
育
成
と
登
用

に
つ
い
て
の
考
え
は
？
教
育

委
員
選
任
に
あ
た
り
引
き

続
き
現
在
の
多
岐
に
わ
た

る
役
職
も
続
け
る
か
？

５
．市
立
図
書
館
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
つ
い
て以

上

９
月
13
日
告
示
、30
日
投
開

票
で
、
沖
縄
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
最
期
ま
で
辺
野

古
新
基
地
阻
止
を
貫
い
た
翁
長

雄
志
前
知
事
の
意
志
を
受
け
継

ぐ
「
オ
ー
ル
沖
縄
」の
玉
城
デ
ニ
ー

候
補
と
、
基
地
推
進
の
自
公
維

勢
力
の
佐
喜
真
淳
候
補
と
の
総

力
戦
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
選
挙
は
沖
縄
の
未

来
を
左
右
す
る
と
と
も
に
、
日

本
の
民
主
主
義
が
問
わ
れ
る
文

字
通
り
の
歴
史
的
た
た
か
い
で

す
。
日
本
共
産
党
は
、「
オ
ー
ル

沖
縄
」
の
一
翼
を
担
う
党
と
し

て
、全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

デ
ニ
ー
候
補
の
勝
利
を
勝
ち

取
る
た
め
、
全
国
で
連
帯
行
動

が
30
カ
所
以
上
、４
０
０
０
人
以

上
が
参
加
。
８
日
に
は
、宇
都
宮

で
も
連
帯
集
会
が
行
わ
れ
弁
護

士
会
館
の
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
勝
利
に
は
、全
国
か
ら
の

つ
な
が
り
に
よ
る
対
話
・支
持

拡
大
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
沖
縄
在
住
の
家
族
や
親
せ

き
、友
人
・知
人
な
ど
個
人
の
つ

な
が
り
に
、直
接
、
玉
城
デ
ニ
ー

候
補
の
支
持
を
呼
び
か
け
て
い

た
だ
く
こ
と
は
何
よ
り
大
き
な

支
援
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
作
戦
、
宣
伝
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
選
挙
支
援
の
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

募
金
送
り
先
は
こ
ち
ら
↓

●
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

郵
便
振
替

口
座
番
号

０
０
１
７
０
‐７
‐９
８
４
２
２

●
日
本
共
産
党
沖
縄
県
委
員
会

郵
便
振
替

口
座
番
号

０
２
０
６
０
‐０
‐３
７
８
９
４

※
通
信
欄
に
「
沖
縄
募
金
」
と

記
し
、
氏
名
・住
所
・職
業
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
本
共
産
党
の
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
送
金
も
可

能
で
す
。

沖縄の人びとと
心ひとつにして

「
全
国
は
１
つ
」
で
、

対
話
・
支
持
拡
大
に

ご
協
力
を
！

日
本
の
民
主
主
義

問
わ
れ
る

歴
史
的
た
た
か
い


